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今月の表紙

　３

　４

　６

　８

１０

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

２２

２３

２４

芦北太陽光発電
所開所式での集
合写真とほぼ全
景を収めたパノ
ラマ写真。
写真では感じる
ことのできない
ほどのスケール
の大きさです。

　

人 口　　　１８，９３５人　  （ー４０）

男 　　　　８，８９４人　  （−　８）

女 　　　１０，０４１人　  （−３２）

65 歳以上　　　　７，１７９人　  （−１２）

世 帯 数　　　　７，５０６世帯  （＋１３）

人口のうごき
　　（H26.5.1 現在）　（　）内は前月比

　広報紙への情報提供やご意見をお待ちして
います。また、町内の地域づくり団体や文化・
スポーツ団体などが行うイベント情報などの
お知らせを掲載しませんか。
原稿提出締切　掲載前月の 25 日まで
６月号発行日　６月 16 日（月）
７月号発行日　７月 15 日（火）
※内容や紙面の都合により掲載できないこと
があります。
＊問い合わせ先
　総務課　秘書広報係
　☎（８２）２５１１（内線２１２）
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Ｍエ
ム
シ
ーＣ

ー

β
ベ
ー
タ

が
試
験
走
行
中

　

熊
本
県
と
ホ
ン
ダ
が
取
り
組
む
超
小
型
モ

ビ
リ
テ
ィ
社
会
実
験
用
の
車
両
「
Ｍ
Ｃ
ー

β
」

が
役
場
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｍ
Ｃ
ー

β
は

２
人
乗
り
の
電
動
自
動
車
で
、
６
月
末
ま
で

実
証
試
験
と
し
て
町
内
を
走
行
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　

商
工
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
７
１
）

　

「岬の御
お

塩
しお

」を使用した

新商品が登場

　

御
立
岬
の
温
泉
塩
を
使
っ
た
新
し
い
お

菓
子
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
菓
子
は
「
塩
せ
ん
（
し
お
せ
ん
べ

い
）」、「
ご
ま
太
鼓
（
ご
ま
せ
ん
べ
い
）」、

「
塩
よ
う
か
ん
」
の
３
種
類
で
、
有
限
会

社
御
立
岬
が
県
内
の
製
造
業
者
に
委
託
し

て
商
品
化
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
芦
北
町
物
産
館
肥
後
う
ら
ら
や

御
立
岬
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
町
内
の

物
産
館
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
価

格
は
「
塩
せ
ん
」
と
「
ご
ま
太
鼓
」
が

１
袋
１
０
０
円
、「
塩
よ
う
か
ん
」
は

２
５
０
円
で
す
。今
後
、町
内
の
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
も
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

御
立
岬
温
泉
セ
ン
タ
ー

　

☎（
８
７
）２
５
５
５

　

御
立
岬
温
泉
塩
「
岬
の
御
塩
」

　

御
立
岬
温
泉
の
温
泉
成
分
と
ミ
ネ
ラ
ル

を
豊
富
に
含
ん
だ
自
然
塩
で
す
。
特
に
骨

や
歯
を
丈
夫
に
保
つ
働
き
を
す
る
カ
ル
シ

ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
身
体
に

不
必
要
な
異
物
が
除
去
さ
れ
て
お
り
、
温

泉
の
ボ
イ
ラ
ー
排
熱
を
利
用
し
た
環
境
に

や
さ
し
い
製
塩
法
で
作
ら
れ
た
安
全
・
安

心
な
商
品
で
す
。

【案１】 【案２】

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

「
広
報
あ
し
き
た
」
の
取
材

に
も
利
用
し
ま
す

便
利
な
容
器
入
り

も
登
場

　岬の御塩を使ったそるとク
リームや各種塩アイス、しお
あめも好評発売中です。

好評発売中

こちらの商品も

そるとクリーム 温泉塩アイス
しおあめ
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県
内
最
大
規
模
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
稼
働

　

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
大
林
組
グ
ル
ー
プ
が

矢
城
牧
場
跡
地
（
高
岡
南
）
に
建
設
し
て

い
た
芦
北
太
陽
光
発
電
所
が
４
月
21
日
か

ら
全
面
稼
働
し
ま
し
た
。

　

古
石
み
ど
り
の
里
で
22
日
に
行
わ
れ
た

開
所
式
で
は
、
大
林
組
の
白
石
達
代
表
取

締
役
社
長
が
「
大
林
組
は
低
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
て
各
地
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
電
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
発
電
所
は
弊
社
が
事
業
化
し
た
太
陽
光

発
電
所
の
中
で
最
大
、
ま
た
熊
本
県
内
で

も
最
大
の
発
電
量
を
誇
り
ま
す
。
自
然
の

地
形
を
生
か
し
、
環
境
影
響
の
少
な
い
大

規
模
な
発
電
所
と
し
て
、
環
境
破
壊
を
防

ぎ
、
熊
本
県
の
豊
か
な
自
然
を
次
世
代
に

引
き
継
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
竹
﨑
町
長
は

「
東
京
ド
ー
ム
７
個
分
の
敷
地
に
10
万
枚

を
超
え
る
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
圧
倒
的

な
ス
ケ
ー
ル
と
秀
麗
な
姿
に
感
動
す
ら
覚

え
ま
し
た
。
本
町
と
し
て
も
環
境
学
習
や

地
域
づ
く
り
活
動
へ
の
積
極
的
な
活
用
が

図
ら
れ
る
よ
う
地
域
や
関
係
者
と
連
携
し

て
い
き
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

事業体 OCE 芦北メガソーラー㈱

敷地面積 32 万 8,672㎡

出力規模 21.52MW（メガワット）

年間発電量 2,292 万 KWh
（一般家庭約 6,300 世帯分）

総事業費 約 65 億円

建設事業者 ㈱大林組

　

出
席
者
は
式
後
、
矢
城
の
発
電
所
に
移

動
し
、
完
成
し
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
見
学

し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
葦
北
鉄
砲
隊
と

く
ま
モ
ン
に
よ
る
演
武
も
行
わ
れ
、
開
所

式
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

現
地
に
発
電
表
示
パ
ネ
ル
を
備
え
た
見

学
広
場
が
整
備
さ
れ
た
ほ
か
、
役
場
庁
舎

内
と
み
ど
り
の
里
に
も
発
電
表
示
モ
ニ

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
発
電
量
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開所式であいさつする大林組の白石達代表取締役社長

起動スイッチを押して開所を祝う関係者

くまモンも自転車発電で太陽光発電と力くらべ

見学広場からさらに進むと不知火海（八代海）と天草諸島、津奈木や水俣方面が一望できます

役場ロビーに設置された発電表示モニター

古石みどりの里には自転車発
電と太陽光発電の発電量を比
較する体験学習設備が設置さ
れています

■芦北太陽光発電所概要

竹﨑町長に航空写真を手渡す大林組の蓮輪賢治常務執行役員
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芦
北
町
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

町
内
９
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
県
立
芦
北

支
援
学
校
に
合
計
約
１
４
０
０
食
の
給
食

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
給
食
に
使
わ
れ
る

食
材
は
主
に
地
元
の
業
者
や
熊
本
県
学
校

給
食
会
か
ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
24
日
の
給
食
時
間
に
佐
敷
小
学
校

５
年
生
の
教
室
を
訪
ね
ま
し
た
。
楽
し
そ

う
に
給
食
を
食
べ
る
児
童
た
ち
に
「
給
食

は
お
い
し
い
で
す
か
」
と
質
問
す
る
と
み

ん
な
か
ら
「
は
ー
い
」
と
一
斉
に
手
が
上

が
り
ま
し
た
。
児
童
の
ひ
と
り
は
「
嫌
い

な
食
べ
物
も
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
給
食
は

残
さ
ず
食
べ
て
い
ま
す
」
と
元
気
よ
く
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。　

　花岡東にある芦北町学校給食センターを 4
月 24 日に訪ねました。この日の給食の献立は、
麦ご飯、豚汁、タチウオのみりん干し、サラタ
マサラダ、牛乳の５品。この給食に使われる食
材のうち、お米、大根、サラダタマネギ、タチ
ウオのみりん干しが芦北町産です。
　今回は学校給食における地産地消について注
目しました。

　　

豚
汁
に
使
わ
れ
た
大
根
26
キ
ロ
を
提
供

し
た
藤
井
幸
一
さ
ん
（
平
生
）
は
、
２
年

前
か
ら
キ
ャ
ベ
ツ
、
ネ
ギ
、
ナ
ス
な
ど
の

野
菜
を
納
め
て
き
ま
し
た
。
藤
井
さ
ん
は

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
こ
ぽ
ん
へ

の
出
荷
を
機
に
「
何
か
し
ら
地
域
の
役
に

立
て
れ
ば
」
と
給
食
へ
の
提
供
を
始
め
ま

し
た
。
野
菜
づ
く
り
に
対
し
て
は
「
子
ど

も
た
ち
が
食
べ
る
物
だ
か
ら
い
い
品
物
を

作
り
た
い
。
野
菜
の
気
持
ち
に
な
っ
て
育

て
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

サ
ラ
ダ
タ
マ
ネ
ギ
49
キ
ロ
を
提
供
し
た

梶
𠩤
優
美
子
さ
ん
（
西
告
）
は
、「
自
分

が
作
っ
た
も
の
を
学
校
給
食
に
取
り
入
れ

て
も
ら
う
の
は
う
れ
し
い
。
旬
の
食
材
を

味
わ
っ
て
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
続

け
て
「
子
ど
も
が
食
べ
る
も
の
だ
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
農
薬
の
使
用
を
控
え
て
作
り

た
い
」
と
、
食
材
を
提
供
す
る
こ
と
へ
満

足
感
と
同
時
に
生
産
者
と
し
て
の
責
任
感

も
垣
間
見
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
給
食
を
食
べ
た
子
ど
も
た
ち
の

反
応
を
生
産
者
の
２
人
に
伝
え
る
と
「
う

れ
し
い
で
す
ね
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て

い
ま
し
た
。

　

新
し
く
平
成
24
年
４
月
に
炊
飯
設
備
を

備
え
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
た

こ
と
に
よ
り
、
地
元
産
米
を
使
用
す
る
な

ど
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
農
林
水
産
課
と
連
携
し
て

「
生
産
者
お
よ
び
学
校
給
食
関
係
者
等
連

絡
会
議
」
で
協
議
し
、
野
菜
な
ど
の
青
果

物
に
つ
い
て
も
地
元
産
の
利
用
を
図
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
週
に
２
〜
３
回
、
一
部

の
野
菜
や
魚
介
類
な
ど
が
芦
北
町
産
の
食

材
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
は
い
く
つ

か
課
題
が
あ
り
ま
す
。
学
校
給
食
は
献
立

を
１
カ
月
前
に
は
決
定
し
、
１
４
０
０
食

分
の
食
材
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
提
供
す
る
側
も
あ
る
程
度
規
格

の
揃
っ
た
野
菜
類
を
ま
と
ま
っ
た
量
で
確

実
に
出
荷
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
農
産
物
は
天
候
に
よ
っ
て
育
ち
方
が

大
き
く
変
わ
る
の
で
、
出
荷
時
期
の
調
整

に
生
産
者
が
気
を
も
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
給

食
に
食
材
を
納
品
し
て
い
る
町
内
の
生
産

者
は
13
個
人
、５
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
（
佐
敷
中
栄
養
教

諭
）
の
澤
江
匡
代
さ
ん
は
「
生
産
状
況
に

よ
っ
て
は
、
予
定
し
て
い
た
数
量
が
揃
え

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
安
定
し
た

地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
に
食
材
の
提
供

に
協
力
い
た
だ
け
る
生
産
者
が
増
え
る
と

助
か
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

学校給食

地産地消
と

「地産地消」とは地域で生産したものをその地
域で消費する取り組みです。さらに生産者と消
費者を結びつけ、お互いの顔が見え、話ができ
る関係をつくることで、安全・安心な食材の提
供と生産者の意欲向上にもつながります。

告地区棚田保全協議会（カボチャ）
川口幸江さん（白菜）
梶𠩤恵津子さん（人参）
柳田千鶴子さん（スイートスプリング、温州ミカン）
梶𠩤英夫さん（水煮タケノコ）
宮島博美さん（サラダタマネギ）
山下静枝さん（コンニャク）
梶𠩤敏弘さん（お茶）
上田裕二さん（キャベツ、白菜）

　芦北町の学校給食にあなたが
育てた野菜を納品しませんか。
　野菜の種類や規格、量につい
てはご相談ください。

＊問い合わせ先
　芦北町学校給食センター
　☎（８２）２４０３

生産者募集中
　

献
立
を
作
成
す
る
と
き
に
は
、
で
き
る

だ
け
地
元
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た

芦
北
産
の
野
菜
や
生
産
者
の
想
い
を
児
童

生
徒
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、「
畑

か
ら
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
う
お
便
り
を
各

家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

ど
ん
ど
ん
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
て
、
お
い

し
い
給
食
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
。

藤井幸一さん（ネギ、大根、キュウリなど）
みのり会（ジャガイモ、オクラ、レタス）
宮本和市さん（ナス、サラダタマネギ、大根）
田中正さん（人参、大根）
川元隆さん（レモン）
芦北高校（トマト、米、マーマレードなど）
道園浩二さん（トマト、デコポン）
ＪＡあしきた（米、あしきた牛）
芦北町漁協（タチウオのみりん干し）

■これまでに学校給食に地元食材を納品した生産者などの皆さん

　

こ
の
日
の
給
食
に
使
わ
れ
た
野
菜
を
納

品
し
た
生
産
者
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

▶
生
産
者
の
藤
井
幸
一
さ
ん

▶
生
産
者
の
梶
𠩤
優
美
子
さ
ん

▲給食センターで献立を作成す
る澤江匡代さん（写真右）と本
井由美子さん（佐敷小栄養職員）

お
い
し
い
給
食
を
つ
く
り
ま
す

特集

広報あしきた　6
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わ
れ
ま
し
た
。

　

28
日
の
九
州
高
校
選
抜
相
撲
選
手
権
大
会

で
は
、鹿
児
島
県
の
樟
南
高
校
が
団
体
優
勝
、

個
人
の
部
で
は
中
学
生
全
国
２
冠
の
川
上
竜

虎
さ
ん
（
文
徳
高
校
１
年
）
が
優
勝
し
ま
し

た
。

　

29
日
に
は
、
第
37
回
熊
本
県
小
学
生
選
抜

相
撲
大
会
、
第
11
回
熊
本
県
中
学
生
選
抜
相

撲
大
会
、
第
14
回
熊
本
県
少
年
親
善
相
撲
大

会
と
第
４
回
芦
北
・
水
俣
新
１
年
生
大
会
が

同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
葦
北

鉄
砲
隊
の
演
武
の
ほ
か
、
く
ま
モ
ン
と
菊
池

の
こ
ろ
う
君
に
よ
る
相
撲
対
決
も
行
わ
れ
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

大
会
結
果
（
町
内
関
係
の
み
）

第
37
回
熊
本
県
小
学
生
選
抜
相
撲
大
会

【
小
学
生
低
学
年
団
体
】

　

準
優
勝　

芦
北
ト
レ
ジ
ャ
ー
相
撲
ク
ラ
ブ

【
小
学
２
年
個
人
戦
】

　

３
位　

林
田
大
和
（
花
岡
東
）

第
11
回
熊
本
県
中
学
生
選
抜
相
撲
大
会

【
中
学
生
個
人
戦
重
量
級
】

　

３
位　

松
岡
友
希
（
花
岡
西
）

　

佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭
が
、
今
年
も
４
月

27
日
、
28
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

27
日
に
は
、
今
年
で
復
活
し
て
18
年
目
に

な
る
神
輿
（
み
こ
し
）
巡
行
が
葦
北
鉄
砲
隊

を
先
頭
に
芦
北
町
漁
協
前
を
出
発
。
白
装
束

に
身
を
包
ん
だ
氏
子
た
ち
が
福
祉
施
設
や
商

店
街
な
ど
を
通
り
、
佐
敷
諏
訪
神
社
ま
で
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。
巡
行
の
途
中
に
は
、
各

地
域
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
神
輿
の

参
加
や
、
鉄
砲
隊
の
演
武
な
ど
も
行
わ
れ
、

見
物
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

28
日
に
行
わ
れ
た
例
大
祭
の
呼
び
物
、
赤

ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
に
は
、
町
内
を
は
じ
め
遠

く
は
東
京
都
や
静
岡
県
な
ど
か
ら
１
１
５
人

の
赤
ち
ゃ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
紅
白
の
ね

じ
り
鉢
巻
き
に
化
粧
ま
わ
し
を
身
に
着
け
た

愛
ら
し
い
力
士
た
ち
は
、
県
内
の
ア
マ
チ
ュ

ア
力
士
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
て
土
俵
入
り
し

ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願

う
家
族
ら
が
見
守
る
中
、
時
折
ひ
と
き
わ
大

き
な
泣
き
声
が
響
く
と
会
場
か
ら
も
大
き
な

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
は
、
九
州
高
校
選
抜
相
撲
選
手

権
大
会
や
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
出
場
予

選
を
兼
ね
た
熊
本
県
小
学
生
選
抜
相
撲
大
会

な
ど
、
熊
本
県
を
代
表
す
る
相
撲
大
会
も
行

佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭

１. 赤ちゃんの成長と無
病 息 災 を 祈 る「 赤 ち ゃ
ん 土 俵 入 り 」　 ２. う た
せ船をかたどった計石
子ども神輿　３. 芦北町
海王塾の奉納空手道演
武　４. 白熱した高校生
力士の取り組み　５. 小
学生力士も頑張りまし
た　６. 氏子や葦北鉄砲
隊による紅白の餅投げ　
７. 薩摩街道佐敷宿商店
街を練り歩く神輿巡行

１

２

３

４

５

６

７
広報あしきた　8
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旧
芦
北
町
地
域
の
地
籍
調
査
事
業
終
了

に
よ
り
、
田
浦
基
幹
支
所
に
設
置
し
て
い

た
地
籍
調
査
室
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
地
籍
調
査
の
成
果
品
交
付
や
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
は
税
務
課
固
定
資
産
税
係

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
２
４
）

　

農
業
・
農
村
の
共
同
活
動
を
支
援

　

ー
多
面
的
機
能
支
払
事
業
ー

　

農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維
持
、

発
揮
を
図
る
た
め
、
水
路
の
草
刈
り
や
泥

上
げ
、
農
道
の
草
刈
り
な
ど
の
共
同
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容　

農
業
者
な
ど
に
よ
る
組
織

を
設
立
し
、
法
面
や
水
路
、
農
道
な
ど
の

簡
易
な
保
全
管
理
の
実
施
と
計
画
の
策
定

▼
交
付
単
価　
田
（
３
千
円
／
10
ア
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
畑
（
２
千
円
／
10
ア
ー
ル
）

▼
対
象
農
地　

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地

区
域
の
農
地

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
農
林
水
産
課　
農
政
係

　
☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
７
１
）

       「
人
権
相
談
所
」
の
開
設　

　

耕
作
放
棄
地
解
消
に
取
り
組
む
人
や
取

り
組
み
を
予
定
し
て
い
る
人
に
再
生
作
業

の
経
費
を
一
部
支
援
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課　

農
政
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
７
１
）

   

耕
作
放
棄
地
解
消
を
支
援

　

県
と
九
州
看
護
福
祉
大
学
で
は
潜
在
看

護
師
の
人
（
一
時
現
役
を
退
い
た
看
護
職

の
人
で
復
帰
を
考
え
て
い
る
人
）
を
対
象

に
訪
問
看
護
師
と
し
て
活
動
す
る
基
礎
を

学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
希
望
者
に

は
職
場
選
択
に
つ
い
て
も
支
援
し
ま
す
。

▼
開
催
日　

７
月
８
日
㈫
、
９
日
㈬
、

　

11
日
㈮
、
12
日
㈯
、
14
日
㈪
、
15
日
㈫

▼
場
所　

ウ
イ
ン
グ
ま
つ
ば
せ
（
宇
城
市
）

　

※
14
日
㈪
の
み
ラ
ポ
ー
ト
小
川（
宇
城
市
）
　

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
看
護
福
祉
大
学　

生
涯
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー　

熊
本
県
地
域
医
療
再
生
計
画

訪
問
看
護
推
進
人
材
育
成
事
業
事
務
局　

　

☎
０
９
６
８
（
７
５
）
１
８
０
０

訪
問
看
護
師
養
成
（
リ
カ
レ
ン

ト
）
研
修
の
開
催
に
つ
い
て

お 知 ら せお 知 ら せ
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人
権
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。

▼
期
日　

５
月
30
日
㈮

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

芦
北
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　

芦
北
町
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容　

い
じ
め
、家
庭
内
の
問
題
、

近
隣
関
係
、
借
家
・
借
地
、
金
銭
ト
ラ
ブ

ル
、
遺
言
、
相
続
、
登
記
、
戸
籍
、
そ
の

他
の
困
り
ご
と
相
談　
　
　
　
　
　

▼
相
談
員　

井
川
良
一
さ
ん（
沖
）

　
　
　
　
　

梅
田
安
子
さ
ん（
花
岡
北
）　

　
　
　
　
　
　

瀬
口　

明
さ
ん（
箙
瀬
）

　
　
　
　
　

中
原
紀
子
さ
ん（
田
川
）

　
　
　
　
　

鎌
木
義
光
さ
ん（
湯
浦
南
）

　

農
地
の
利
用
拡
大
と
利
用
促
進
、
遊
休

農
地
の
抑
制
と
解
消
を
目
的
に
、
農
地
の

受
け
手
お
よ
び
出
し
手
に
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。

▼
対
象
者　

町
内
在
住
の
農
業
者
、
農
業

法
人
、
集
落
営
農
組
織

▼
対
象
農
地　

町
内
の
農
地
で
、
平
成
26

年
４
月
１
日
以
降
に
貸
借
契
約
を
設
定

　

鶏
肉
や
鶏
卵
は
安
全
で
す

　

農
地
の
貸
借
な
ど
に
助
成
金

　

農
地
流
動
化
促
進
事
業
交
付
金

（
10
ａ
以
上
）
す
る
農
地
、
ま
た
は
、
所

有
権
移
転
（
10
ａ
以
上
）
す
る
農
地

※
た
だ
し
、
同
一
世
帯
や
相
続
、
贈
与
な

ど
の
手
続
き
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
交
付
単
価　

契
約
面
積
10
ａ
当
た
り

２
５
０
０
円
か
ら
２
万
円

※
契
約
の
種
類
、
契
約
期
間
な
ど
に
よ
り

金
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課　

農
政
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
７
１
）

　
　
　

　

自
身
の
介
護
予
防
に
関
心
が
あ
る
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
い
と
考

え
て
い
る
人
は
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

６
月
９
日
㈪

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

▼
場
所　

き
ず
な
の
里

▼
対
象
者　

町
内
に
お
住
ま
い
の
人

　
　
　
　
（
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
受
講
料　

無
料

　
　
（
昼
食
は
各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
期
限　

６
月
５
日
㈭

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会　

介
護
予
防
事
業
係

　

☎
（
８
７
）
０
２
９
４　
　
　

  

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

町
で
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
体
や
心

の
機
能
の
低
下
を
発
見
し
、
早
め
に
介
護

予
防
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
「
基
本

　

介
護
予
防
の
た
め
の

　
　
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

計
量
器
の
定
期
検
査

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
、

法
律
で
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
計
量
器

を
お
持
ち
の
人
は
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所

◎
６
月
３
日
㈫  

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　

  

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◎
６
月
４
日
㈬  

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
　

  

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
吉
尾
支
所

　
　
　
　
　
　

  

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　

  

大
野
出
張
所

◎
６
月
５
日
㈭  

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

  

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

  

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　

  

町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

◎
６
月
６
日
㈮  

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　

  

町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
物　

計
量
器
（
質
量
計
な
ど
）、

手
数
料
（
１
台
当
た
り
５
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

２
，２
０
０
円
程
度
）

▼
検
査
対
象
計
量
器
（
は
か
り
）

①
商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
に
使
用
②
病

院
、
薬
局
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
調
剤
用

③
学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど
で
使
用
し

て
い
る
体
重
測
定
用
④
農
協
、
漁
協
な
ど

流
通
物
質
の
集
荷
、
出
荷
な
ど
に
使
用
⑤

宅
配
な
ど
運
送
業
者
な
ど
が
貨
物
の
運
賃

算
出
用
に
使
用
⑥
農
業
、
漁
業
な
ど
の
生

産
者
が
生
産
物
な
ど
の
売
買
に
使
用
す
る

は
か
り
な
ど

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
熊
本
県
計
量
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
６
７
）
７
８
１
６

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
よ
る
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
質
問
に
回

答
い
た
だ
く
こ
と
で
心
身
の
状
態
を
確
認

し
、
介
護
予
防
教
室
の
紹
介
や
相
談
窓
口

の
案
内
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

65
歳
、70
歳
、75
歳
に
な
る
人

　
　
　
　
　
（
要
介
護
認
定
者
を
除
く
）

※
今
回
の
対
象
者
（
昭
和
14
年
、
19
年
、

24
年
の
４
月
２
日
〜
10
月
１
日
生
ま
れ
の

人
）に
は
５
月
中
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課　

介
護
保
険
係

　

☎（
８
２
）２
５
１
１（
内
線
１
４
６
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
８
６
）２
２
７
０

地
籍
調
査
に
関
す
る
こ
と
は

「
税
務
課
」
に
問
い
合
わ
せ
を

▼
試
験
期
日　

８
月
29
日
㈮

▼
試
験
会
場　

東
海
大
学　

熊
本
校
舎

▼
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度
で
、
飲

食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
の
調

理
業
務
従
事
経
験
が
あ
る
人

熊
本
県
調
理
師
試
験
の
実
施

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

　

熊
本
県
で
は
、「
産
業
人
材
強
化
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
も
の
づ
く
り
に
係
る
人
材
育
成
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ

ン
ネ
ル
く
ま
も
と
」
で
は
、
も
の
づ
く
り

の
人
材
育
成
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
助
成

県
内
の
企
業
・

教
育
機
関
の
皆
さ
ま
へ

訂
正
と
お
詫
び

　

４
月
号
22
ペ
ー
ジ
の
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
に
つ
い
て
の
記
事
中
「
井
川
健
次
」

は
「
川
井
健
次
」
さ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　

西
村
文
美
さ
ん（
小
田
浦
５
）

　
　
　
　
　

濱
田
辰
喜
さ
ん（
井
牟
田
１
）

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

八
代
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局

　

☎
０
９
６
５
（
３
２
）
２
６
５
４

▼
願
書
配
布　

５
月
中
旬
か
ら
各
保
健
所
、

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課
な
ど
で
配
布

▼
願
書
受
付　

６
月
16
日
㈪
〜
20
日
㈮

▼
提
出
先　

水
俣
保
健
所

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２

な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
】

◎
企
業
の
要
望
に
応
じ
た
社
員
研
修
や
セ

ミ
ナ
ー
を
紹
介

◎
社
員
や
生
徒
、
学
生
に
見
せ
た
い
専
門

的
な
現
場
や
他
企
業
の
工
場
見
学
な
ど
の

仲
介

◎
人
材
あ
っ
せ
ん
に
関
す
る
相
談
窓
口
、

Ｕ
タ
ー
ン
情
報
窓
口
の
仲
介

◎
企
業
が
自
社
内
で
実
施
す
る
計
画
的
な

技
術
指
導
・
教
育
訓
練
に
対
し
、
外
部
講

師
を
派
遣

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
２
８
９
）
２
４
３
８

水
俣
病
に
関
す
る

資
料
収
集
に
ご
協
力
を

　

水
俣
市
立
水
俣
病
資
料
館
で
は
、
館
内

展
示
内
容
の
全
面
的
な
改
修
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
新
た
な
展
示
資
料
と
し
て
当
時

の
生
活
を
実
感
で
き
る
も
の
（
昭
和
30
年

代
の
漁
具
、
小
型
木
造
船
な
ど
）
を
探
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
市
立
水
俣
病
資
料
館

　

☎
（
６
２
）
２
６
２
１

　

下
記
の
日
程
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
が
無
料
・

匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
検
査
場
所　

水
俣
保
健
所

▼
日
時　

６
月
３
日
㈫
、
５
日
㈭
午
前
９

時
〜
午
後
５
時（
５
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
期
間
以
外
で
も
毎
週
木
曜
日
（
午

前
９
時
〜
17
時
、
第
２
・
４
木
曜
日
は
午

後
７
時
ま
で
）は
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
保
健
所　

保
健
予
防
課　

　

☎
（
６
３
）
４
１
０
４



日 月 火 水 木 金 土

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

　

先
月
号
で
、
地
震
発
生
時
に
気
を

付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し

た
が
、「
地
震
に
備
え
て
ど
う
し
た

ら
い
い
の
？
」
と
疑
問
に
思
わ
れ
た

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
震
へ
の
備
え
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 
・
家
具
や
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

　

を
固
定
し
、
転
倒
、
落
下
、
移
動

　

防
止
措
置
を
し
て
お
く
。

 

・
け
が
の
防
止
や
避
難
に
支
障
が
な

　

い
よ
う
に
家
具
の
配
置
を
し
て
お

　

く
。

 

・
食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
や
窓
ガ
ラ
ス
に

　

は
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
貼
り
、
ガ
ラ

　

ス
飛
散
防
止
措
置
を
し
て
お
く
。

 

・
散
乱
物
で
け
が
を
し
な
い
よ
う

　

に
、
ス
リ
ッ
パ
や
ス
ニ
ー
カ
ー
な

　

ど
を
身
近
に
準
備
し
て
お
く
。

 

・
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
を
す
ぐ

　

使
え
る
場
所
に
置
い
て
お
く
。
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　 田浦子育て支援センター 　6 月の行事

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

３日（火）　紙芝居を見よう　
９日（月）～13日（金）　父の日プレゼント作り　　　　　　
17日（火）　散歩へ行こう　　20日（金）　身体測定・誕生会　
30日（月）　粘土で遊ぼう　　　　　　　　

＊イベントについての問い合わせ先
　芦北町役場　　　　☎（８２）２５１１
　教育委員会　　　　☎（８７）１１７１
　保健センター　　　☎（８６）０２００
　社会教育センター　☎（８２）２２１３

農業委員会総会

（役場大会議室）

５月

６月

水俣市・葦北郡各町

対抗陸上競技大会

（エコパーク水俣）

一日一汗運動

町民体育祭卓球大

会（地域活性化セ

ンター）

町民体育祭男女バ

レーボール大会

（しろやまスカイ

ドーム）

平成生き生き大学

開校式（吉尾地区）

平成生き生き大学

開校式（佐敷地区）

平成生き生き大学

開校式（大野地区）

平成生き生き大学

開校式（湯浦地区）

平成生き生き大学

開校式（田浦地区）

町民歴史講座　

（社会教育センター）

介護相談会

（きずなの里、各

出張所など）

年金出張相談

（役場３階会議室）

御立岬ビーチサッ

カーフェスティバル

（御立岬海水浴場）

御立岬ビーチサッ

カーフェスティバル

（御立岬海水浴場）

　 

・
注
文
し
て
い
な
い
商
品
を
一
方
的

　

に
送
り
付
け
、
消
費
者
が
勘
違
い

　

し
て
支
払
う
こ
と
を
狙
う
。

 

・
主
に
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。

 

・
業
者
名
な
ど
を
告
げ
ず
、
契
約
書

　

面
も
交
付
せ
ず
に
勧
誘
す
る
。

 

・
代
金
引
換
郵
便
を
悪
用
し
て
お
り
、

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
返
金
の
申

　

し
出
に
応
じ
な
い
。

 

・
火
災
の
発
生
に
備
え
て
、
消
火
器

　

の
準
備
や
風
呂
の
水
の
く
み
置
き

　

を
し
て
お
く
。

 

・
普
段
使
用
し
な
い
電
気
器
具
は
、

　

差
し
込
み
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト

　

か
ら
抜
い
て
お
く
。

 

・
非
常
用
品
は
置
く
場
所
を
決
め
て

　

準
備
し
て
お
く
。

 

・
家
族
で
避
難
経
路
や
避
難
場
所
を

　

確
認
し
て
お
く
。

 

・
外
出
中
に
家
族
が
帰
宅
困
難
に

　

な
っ
た
り
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
た

　

場
合
の
安
否
確
認
方
法
や
集
合
場

　

所
を
決
め
て
お
く
。

送
り
付
け
商
法
の
被
害
・
相
談
が
急
増
！

地
震
へ
の
備
え
は
万
全
に
！

 

・
注
文
し
た
覚
え
が
な
く
、
購
入
す

　

る
つ
も
り
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り

　

断
る
こ
と
。

 

・
注
文
し
た
覚
え
の
な
い
物
は
絶
対

　

に
受
け
取
ら
な
い
こ
と
。

 

・
高
齢
者
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
の
で
、

　

家
族
や
地
域
で
見
守
る
こ
と
。

 

・
絶
対
に
料
金
を
支
払
わ
な
い
こ
と
。

 

・
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
家

　

族
や
警
察
に
相
談
す
る
こ
と
。

 

・
商
品
を
受
け
取
っ
て
し
ま
い
、
し

　

つ
こ
く
請
求
さ
れ
る
な
ど
の
場
合

　

に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

　

談
す
る
。

 

・
相
手
が
押
し
掛
け
て
き
た
場
合
な

　

ど
に
は
１
１
０
番
通
報
す
る
。

身
の
安
全
の
備
え

地
震
発
生
時
へ
の
備
え

確
か
な
行
動
の
備
え

送
り
付
け
商
法
の
手
口

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

芦
北
消
防
署
☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

人権相談所開設

（社教センター、

地域活性化セン

ター）

スマイルフェスタ

２０１４

（しろやまスカイ

ドーム）

町民体育祭男女グラ

ウンドゴルフ大会

（岩崎グラウンド）

町国際交流協会総

会（役場大会議室）農業委員会総会

（役場大会議室）

書
き
損
じ
は
が
き

を
集
め
て
い
ま
す

　

芦
北
町
国
際
交
流
協
会
で

は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を

贈
る
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
４
校
の
校

舎
を
贈
り
、
５
校
目
の
建
設

に
向
け
て
活
動
中
で
す
。

　

現
在
募
金
活
動
の
一
環
と

し
て
書
き
損
じ
は
が
き
を
集

め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
収
箱
設
置
場
所
】

　

役
場
本
庁
舎
、
田
浦
基
幹

支
所
、
各
出
張
所
、
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
あ
し
き

た
（
本
所
・
田
浦
基
幹
支
所
・

湯
浦
基
幹
支
所
・
津
奈
木
基

幹
支
所
・
水
俣
基
幹
支
所
）

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
町
国
際
交
流
協
会
事

　

務
局
（
企
画
財
政
課　

ま

　

ち
づ
く
り
推
進
係
）

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
５
２
）

　

平
成
25
年
は
、
健
康
食
品

な
ど
の
商
品
を
一
方
的
に
送

り
付
け
て
購
入
さ
せ
る
い
わ

ゆ
る
送
り
付
け
商
法
の
被
害

が
急
激
に
増
加
し
、
全
国
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
は
３
，
７
７
４
件
と
前
年
よ
り

２
，
６
１
８
件
増
加
し
ま
し
た
。

　

主
に
高
齢
者
が
被
害
に
遭
っ
て
お

り
、
相
談
の
契
約
当
事
者
に
占
め
る

高
齢
者
の
割
合
は
、
94
％
に
も
の
ぼ

り
ま
す
。

でこぽんキッズ

（きずなの里）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

でこぽんキッズ

（きずなの里）

カ
ン
ボ
ジ
ア
学
校
建
設
の
た
め

芦北町イベントカレンダー

５月 22 日〜６月 28 日

海水浴場海開き

（鶴ヶ浜海水浴場）
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芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

芦
北
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

昭
和
55
年
７
月
１
日
指
定

36 

　

こ
れ
か
ら
田
植
え
の
時
期
を
迎
え
、
農

家
に
と
っ
て
は
雨
が
恋
し
い
季
節
と
な
り

ま
す
。
江
戸
時
代
、
雨
乞
い
を
祈
願
す
る

際
は
各
村
に
伝
わ
る
芸
能
を
神
様
に
奉
納

し
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
は

棒
踊
り
も
踊
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
今

回
紹
介
す
る
伏
木
氏
棒
踊
り
も
そ
の
よ
う

な
棒
踊
り
の
一
つ
で
す
。

　

伏
木
氏
地
区
は
平
家
の
落
人
伝
説
が
あ

る
山
間
地
域
で
、
地
名
由
来
の
一
説
に
は

「
こ
ん
な
山
奥
で
優
雅
な
暮
ら
し
を
し
て

い
る
こ
と
が
不
思
議
」
と
い
う
こ
と
か
ら

「
ふ
し
き
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
話
も
あ
り
ま
す
。

　

伏
木
氏
棒
踊
り
は
、
江
戸
時
代
頃
か
ら

武
芸
の
た
し
な
み
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た

も
の
が
、
明
治
時
代
初
期
に
薩
摩
踊
り
を

取
り
入
れ
て
、
現
在
の
よ
う
な
踊
り
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
踊
り
は

６
種
類
あ
り
、「
道み

ち
う
た唄
」「
出で

は羽
」
の
後

に
、
メ
イ
ン
の
踊
り
で
あ
る
「
六ろ

く
に
ん
う
ち

人
打
」

「
新し

ん
ぱ
ん判
」「
二に

び曳
き
」「
鎌か
ま
く
ら倉
」と
続
き
ま
す
。

居
合
衣
・
袴
姿
に
タ
ス
キ
と
鉢
巻
を
し
て
、

六
尺
棒
と
小
太
刀
（
か
つ
て
は
鎌
）
を
手

に
踊
り
ま
す
。「
二
曳
き
」
は
４
人
一
組
、

そ
れ
以
外
は
６
人
一
組
で
踊
り
、
最
低
12

伏ふ

し

き

木
氏
棒
踊
り

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

人
は
必
要
と
な
る
そ
う
で
す
。

　

棒
踊
り
は
一
般
的
に
勇
壮
な
激
し
い
踊

り
で
す
が
、伏
木
氏
棒
踊
り
の
「
二
曳
き
」

は
テ
ン
ポ
が
ゆ
っ
く
り
し
た
優
雅
な
踊
り

で
珍
し
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
「
新
判
」
の
歌
詞
に
は
「
勇
み
や

唐か
ら
か
ね金
で　

く
つ
わ
は
黄こ
が
ね金　

金
の
手
綱
に

銀
の
鞍　

枡ま
す

は
白し
ろ
が
ね金　

斗と

か掻
き
は
黄
金　

金
の
俵
に
計
り
込
む
」
と
い
う
裕
福
さ
を

誇
張
す
る
文
句
が
あ
り
、
栄
華
を
極
め
た

平
家
と
そ
の
落
人
伝
説
が
あ
る
伏
木
氏
地

区
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま

す
。

　

一
時
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
48

年
に
復
活
し
て
、
保
存
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
元
々
は
男
性
だ
け
が
踊
っ
て
い
た

も
の
で
す
が
、
今
で
は
女
性
も
加
わ
り
、

15
世
帯
ほ
ど
の
小
さ
な
地
区
が
一
丸
と

な
っ
て
、そ
の
継
承
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　

皆
さ
ん
は
Ｇ
Ｗ
（
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
）
を
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

た
か
？

　

韓
国
で
は
Ｇ
Ｗ
の
よ
う
な
長
い
連
休

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
は
特
別
に
週

末
と
祝
日
が
連
続
で
続
き
、
日
本
と
同

じ
く
５
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
連
休
に

な
り
、
各
地
で
旅
行
に
行
く
人
た
ち
に

よ
る
混
雑
が
起
き
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

私
は
旅
行
が
好
き
な
の
で
、
普
段
で

も
色
ん
な
観
光
地
や
名
所
を
回
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
Ｇ
Ｗ
の
旅
行
は
普
段
と

は
ま
た
違
う
気
が
し
ま
す
。

　

何
よ
り
ど
こ
に
行
っ
て
も
人
が
多

い
！
そ
ん
な
多
く
の
人
た
ち
の
中
に
和

や
か
な
雰
囲
気
の
家
族
連
れ
を
見
て
い

る
と
、
韓
国
の
家
族
の
こ
と
を
思
い
出

し
、
少
し
寂
し
さ
を
感
じ
た
り
も
し
ま

す
。

　

そ
し
て
各
地
で
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が

多
い
！
地
元
の
グ
ル
メ
や
祭
り
で
ワ
イ

ワ
イ
騒
ぐ
こ
と
が
で
き
た
り
し
て
と
て

も
楽
し
い
で
す
ね
。
そ
の
中
で
も
「
博

多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
」
が
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
一
部
の
ス
テ
ー
ジ

だ
け
で
な
く
、
街
全
体
が
「
祭
り
」
の

雰
囲
気
で
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

特
に
天
神
の
明
治
通
り
で
の
パ
レ
ー
ド

で
は
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
が
と
て
も

楽
し
そ
う
で
私
も
一
緒
に
参
加
し
た

か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
色
ん
な
割
引
が
き
く
！

　

Ｇ
Ｗ
限
定
セ
ー
ル
と
書
い
て
あ
る

と
、
限
定
に
ひ
か
れ
て
つ
い
つ
い
買
っ

て
し
ま
い
ま
す
ね
（
笑
）。
熊
本
の
く

ま
も
と
城
下
ま
つ
り
の
と
き
は
市
電
が

無
料
で
運
行
さ
れ
て
市
内
の
あ
ち
こ
ち

に
回
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

Ｇ
Ｗ
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で
は
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

　

お
正
月
や
お
盆
の
よ
う
な
年
中
行
事

以
外
に
家
族
や
友
だ
ち
と
一
緒
に
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
Ｇ
Ｗ
は
と
て

も
大
切
な
休
日
だ
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
な
〜
。
楽

し
み
で
す
。

（
第
24
回
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

高千穂に行ってきました

保健センターだより

接種の種類 接種の方法

日本脳炎

初回接種については３歳に達した時から４歳に達するまでの期間を標準的な接種期間として６日以上、
標準的には６日から２８日までの間隔をおいて２回、追加接種については、初回接種終了後６カ月以上、
標準的にはおおむね１年を経過した時期に、４歳に達した時から５歳に達するまでの期間を標準的な接
種期間として１回接種する。

４種混合
３種混合
不活化ポリオ

初回接種については生後３カ月に達した時から１歳に達するまでの期間を標準的な接種期間として２０
日以上、標準的には２０日から５６日までの間隔をおいて３回、追加接種については初回接種終了後６
カ月以上、標準的には１年から１年６ヶ月までの間隔をおいて１回接種する。

接種の種類 接種開始時期 接種回数 接種間隔

小児用肺炎球菌

【標準的な接種スケジュール】
生後２カ月から７カ月に至
るまで

初回接種：標準
的には１歳まで
に３回

27 日以上
※２回目・３回目は２歳に至るまでに行い、それを超えた
場合は行わない。（追加接種は実施可能）
※２回目は１歳に至るまでに行い、それを超えた場合は、
３回目は行わない。（追加接種は実施可能）

追加接種：標準
的には１歳から
１歳３カ月に至
るまでに１回

初回接種終了後 60 日以上の間隔をおいた後で、１歳に至っ
た日以降

【標準以外】
生後７カ月に至った日の翌
日から１歳に至るまで

初回接種：標準
的には１歳まで
に２回

27 日以上
※２回目は２歳に至るまでに行い、それを超えた場合は行
わない。（追加接種は実施可能）

追加接種：標準
的には１歳以降
に１回

初回接種終了後 60 日以上の間隔をおいた後で、１歳に至っ
た日以降

【標準以外】１歳に至った日
の翌日から２歳に至るまで ２回 60 日以上

【標準以外】２歳に至った日
の翌日から５歳に至るまで １回

ヒブ

【標準的な接種スケジュール】
生後２カ月から７カ月に至
るまで

初回接種：３回
27日（医師が必要と認めた場合は20日）から 56日まで
※２回目・３回目は１歳に至るまでに行い、それを超えた
場合は行わない。（追加接種は実施可能）

追加接種：１回 初回接種終了後７カ月以上、標準的には７カ月から１年１カ月まで

【標準以外】
生後７カ月に至った日の翌
日から１歳に至るまで

初回接種：２回
27日（医師が必要と認めた場合は20日）から 56日まで
※２回目は１歳に至るまでに行い、それを超えた場合は行
わない。（追加接種は実施可能）

追加接種：１回 初回接種終了後７カ月以上、標準的には７カ月から１年１カ月まで
【標準以外】１歳に至った日

の翌日から５歳に至るまで １回

　予防接種は、各感染症に対して免疫（病気に対する
抵抗力）を持たない人や免疫の増強が必要な人を対象
に行われるもので、感染・発病予防、重症化予防およ
び感染症のまん延防止などを目的に実施しています。

●就学前の定期予防接種の変更
　予防接種実施規則などの改正がありました。平成
26 年４月１日以降の接種は下の表のとおりです。（変
更点のみ記載しています。）

●平成 26 年度の接種勧奨について
　今年度は、次の人に接種勧奨の個人通知をします。

接種の種類 対象者
麻しん風しん混
合（２期）

平成 20 年４月２日〜
　平成 21 年４月１日生まれの人

２種混合
平成 14 年４月２日〜
　平成 15 年４月１日生まれの人

日本脳炎
（２期）

平成８年４月２日〜平成９年４月１日
生まれで１期の接種が終了している人
※接種歴を必ず母子健康手帳などで確
　認してください。

【町内医療機関】
芦北クリニック、井上医院、井上病院、篠原医院、竹
本医院、七浦てらさきクリニック、松本医院、宮島医
院、百崎内科医院
※医療機関により実施している予防接種の種類が異な
　ります。
※事前に必ず予約をしてから接種してください。
※町外にかかりつけ医がある人は医療機関により接種
　できる場合がありますので、保健センターにお問い
　合わせください。
＊問い合わせ先　保健センター　☎（８６）０２００

〜平成 26 年度予防接種〜
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まちのわだい
「カンボジア学校建設支援」田川地区

　４月13日に大野温泉センターで、とうもろこしオー
ナー制度によるとうもろこし苗の植え付けが行われま
した。この制度は、１口３千円でとうもろこしのオー
ナー（所有者）となり、30 本の苗の植え付けや草取
りなどの作業を行い６月上旬に収穫されます。12 回
目となる今回は、町内はもとより遠くは荒尾市や天草
市などから 55 組のオーナーが参加。あいにくの雨模
様でしたが、参加した子どもたちはぬかるみに足をと
られながらも「おいしいとうもろこしになるといいな」
と言いながら一生懸命に苗を植え付けていました。

乙千屋地区公園記念碑除幕式

まちのわだい

　乙千屋地区に整備された公園と記念碑が完成し、４
月 13 日、地域主催の記念碑除幕式が行われました。
式には関係者や地域住民など約 40 人が出席し完成を
祝いました。乙千屋の江口龍文区長は「この公園を利
用して深い絆を数多く作り上げていきたいと思いま
す。昨日までは、親戚関係のようだった地域を、今日
からは、さらに家族のような関係に変えていけたらと
思います」と地域を代表してあいさつしました。

　田川地区明るい農村農業体験実行委員会（大園憲博
代表）が４月９日に役場を訪問し、芦北町国際交流協会

（竹﨑一成会長）にカンボジア学校建設支援の寄附金を
手渡しました。田川地区では昨年８回目となる農業体
験を実施。子どもからお年寄りまでが協力してもち米
を作り、一部を販売して得た収益の２万円を寄附しま
した。実行委員会を代表して迫本明治区長が「老いも
若きも童心に返り絆を深めています。心がこもってい
るので、ご活用ください」とあいさつしました。実行委
員会の寄附は今回で５回目となります。

降りしきる雨の中行われた記念碑の除幕

とうもろこしを植え付け 、オーナー制度で

ぬかるみに足をとられながら植え付ける参加者

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対
す
る

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

坂口健一さん
（大川内西）

下田義治さん
（鶴木山）

小野田桂子さん
（花岡東）

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
そ
の
職
務

に
精
励
し
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
、辞
職
し
た
年
齢
が
75
歳
以
上
で
在
職
期

間
が
15
年
以
上
の
３
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「湯浦温泉まつり」にぎわう

じゃんけん大会で盛り上がる会場と
みかんジュース「湯香ちゃん」（右下）

　第２回湯浦温泉まつりが４月20日に行われました。
雨のため、福祉センターでの開催となりましたが、湯
の香太鼓やハワイアンフラなどのステージと食べ物や
物販の出店でにぎわいました。今回、湯浦活性化協議
会が、温泉焼酎、温泉まんじゅうに続く湯浦の特産品
第３弾として、湯浦産のストレートみかんジュース「湯
香ちゃん」を販売しました。湯香ちゃんは、ヘルシー
パーク芦北などで販売されています。

【
被
害
防
止
対
策
事
業
】

◆
補
助
対
象

①
侵
入
防
止
柵

　
（
電
気
柵
、
金
網
柵
、
ネ
ッ
ト
柵
な
ど
）

②
剥は
く
ひ皮
防
止
材
な
ど
の
資
材

◆
対
象
者

　

町
内
に
農
地
ま
た
は
山
林
を
持
っ
て
い

　

る
人
、
管
理
す
る
人
で
販
売
目
的
の
農

　

作
物
（
米
、
野
菜
、
果
樹
な
ど
）
を
生

　

産
し
て
い
る
人

※
す
で
に
本
事
業
を
利
用
し
た
人
は
申
請

　

で
き
ま
せ
ん
。

◆
農
地
面
積

　

10
ａ
（
１
０
０
０
㎡
）
以
上

※
家
庭
菜
園
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

◆
補
助
率　

資
材
費
の
１
／
２
以
内

※
上
限
５
万
円

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課　

農
政
係　

　

☎（
８
２
）２
５
１
１（
内
線
２
７
５
）

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
か
ら
農
地
を
守
ろ
う
①

　

近
年
、
全
国
的
に
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン

ジ
カ
を
は
じ
め
と
し
た
有
害
鳥
獣
被
害
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

芦
北
町
で
は
、
狩
猟
免
許
を
持
つ
猟
友

会
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
、
鳥
獣
捕
獲
許
可

に
基
づ
く
従
事
者
証
を
交
付
し
、
イ
ノ
シ

シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
捕
獲
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
対
策
の
効
果
も
あ

り
、
被
害
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
依

然
と
し
て
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

侵
入
防
止
柵
で
農
地
を
守
る

　

自
分
の
農
地
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
基

本
で
す
。
そ
の
た
め
、
町
で
は
被
害
防
止

対
策
事
業
と
し
て
、
農
地
へ
の
侵
入
防
止

柵
（
電
気
柵
、
金
網
柵
な
ど
）
設
置
へ
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲イノシシ被害にあった水稲

▲電気柵本体（ソーラー式）

　熊本県内で４月 13日に発生した高病原性鳥インフルエンザは、５月８日に終
息を迎えることができました。
　県民の皆さまには、車両消毒をはじめとする防疫対策へのご理解・ご協力をい
ただき、ありがとうございました。
　県では、県産の鶏肉や鶏卵などの安全安心な農林水産物を皆さまにお届けする
ため、食の安全確保を第一に、引き続き生産者や関係機関と連携して参ります。

＊問い合わせ先　熊本県　農林水産政策課　☎０９６（３８３）１１１１

鳥インフルエンザの終息について

竹﨑町長に寄附金を手渡す大園憲博代表と実行委員会
の皆さん
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芦
北
町
で
は
、
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
シ

ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
て
「
行
政
評
価｣

に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

生
活
の
現
状
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
町
民

の
意
識
に
つ
い
て
調
査
し
、
今
後
の
行
政
運
営

な
ど
に
反
映
さ
せ
る
基
礎
資
料
と
す
る
た
め

「
政
策
に
関
す
る
町
民
意
識
調
査
」
を
行
い
ま

し
た
。

　

な
お
、調
査
結
果
の
確
定
版（
報
告
書
）は
、芦

北
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
後
日
掲
載
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課　

政
策
推
進
室　

政
策
推
進
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
５
３
）

１  

調
査
の
方
法

　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
町
民
を
２
０
０
０
人　

　

無
作
為
抽
出
し
、
平
成
25
年
11
月
１
日
か
ら
15

 
日
の
期
間
に
実
施

２  

回
収
結
果

　

⑴
配
布
数　

２
０
０
０
件　

　

⑵
有
効
回
答
数　

９
０
１
件

　

⑶
有
効
回
収
率　

45
・
１
％

※
集
計
は
、
小
数
点
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る 

　

た
め
、
数
値
の
合
計
が
１
０
０
に
な
ら
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

※
回
答
の
比
率
は
、
そ
の
質
問
へ
の
回
答
者
数
を
基

　

準
と
し
て
算
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
象
者
を

　

限
定
し
た
設
問
で
は
、
そ
の
回
答
者
数
を
基
準
に

　

回
答
の
比
率
を
算
出
し
て
い
ま
す
。

生涯学習の充実

・仕事や家事などで時間が取れない
・病気や高齢などのため取り組めない
・興味のある取り組みがない
・内容がよくわからない

人権を尊重する社会の実現

・うわさ、言葉の暴力
・近所や他人とのトラブル、もめごと
・性差別
・仲間はずれ

取り組んでいる
　17.8%

興味はあるが取
り組んでいない
　25.2％

取り組んでいない
　52.9%

不明　4.1%

不愉快な思いを
したことがある
　15.8%

不明　3.6%

あなたは、日常生活において人権侵害など
で不愉快な思いをしたことがありますか

あなたは、自ら学習テーマを持って学習活
動に取り組んでいますか

不愉快な思いをした理由

興味はあるが取り組んでいない理由

子育て支援の充実

消防・防災体制の充実

不 安 で あ る　
8.4%

どちらかといえ
ば不安である	
　　　39.8％

どちらかといえ
ば不安でない　
　　　37.2%

不安がない　
　　　14.7%

子育てに不安を感じていますか（中学生以
下の子どもがいる世帯）

感じている　　
20.6%

どちらかといえ
ば感じている　
51.4％

どちらかといえ
ば感じていない
　16.6%

不明　3.7%感じていない　
　　　7.7%

自然災害や火災などの災害に対する防災対
策が進んでいると感じていますか

不安である、どちらかといえば不安である
と感じる理由

あなたの世帯では、災害に備えてどのような
取り組みを行っていますか＜複数回答可＞

平成２５年度町民意識調査結果

みんなが主役のまちづくり

・病気や高齢のため取り組めない
・仕事や家事などで時間が取れない
・どのような地域活動があるのか知らない
・興味がない
・他の家族が参加している

参加したことがない、またはできない理由あなたは、地域活動に参加していますか

積極的に参加し
ている　19.6%

ときどき参加し
ている　41.1%

あまり参加して
いない　21.8%

参加したことがない、
できない　16.0%

不明　1.6%

問

皆
さ
ん
の　
　

を
町
の
行
政

運
営
に
反
映
さ
せ
ま
す

〜 

町
民
意
識
調
査
結
果
〈
概
要
〉
〜

不愉快な思いを
したことがない
　80.7%

1. 火災警報器の設置 54.7%
2. 避難場所の確認 48.8%
3. 防災用具の確認 22.8%
4. 非常持出品の準備 21.9%
5. 何もしていない	 7.5%
6. 不明 0.3%
7. その他 3.3%

快適な住環境の充実

感じている　　
　　　37.4%

どちらかといえ
ば感じている　
　　　43.2％

どちらかといえ
ば感じていない
　　　11.9%

不明　2.2%感じていない　
　　　5.3%

今のところに住
みたい　75.5%

町内の別のとこ
ろに住みたい　
　　　6.2％

町外に住みたい
　　　　4.0%

不明　1.4%わからない　
　　　12.9%

住宅周辺が衛生的であると感じていますか 現在住んでいるところにこれからも住みた
いと思いますか

世界的な視野を持つ人材の育成

・参加する機会がない
・病気や高齢のため取り組めない
・仕事などで時間が取れない
・取り組みを知らない
・興味がない
・参加しようと思わない
・参加方法がわからない

参加したことが
ある　26.1%

参加したことが
ない　67.7％

不明　6.2%

参加したことがない理由国際交流・国際協力の取り組みに参加した
ことがありますか

1. 経済的 43.5%
2. 保育・教育環境 17.6%
3. 健康・医療 12.9%
4. 防犯上 9.4%
5. 学童保育 7.1%
6. 家庭環境 5.9%
7. その他 3.5%

問 問

問

問 問

問

問問

問

問 問 問問

声
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だ よ り

生涯を通じたスポーツ・レクリエーション活動の推進

高速交通体系の充実

・自家用車を利用する
・利用する機会がない
・不便である
・病気や高齢のため
・必要性がない

・自家用車を利用する
・利用する機会がない
・不便である
・病気や高齢のため
・必要性がない

利用したことが
ある　　36.4%

利用したことが
ない　60.6％

不明　3.0%

利用したことが
ある　19.4%

利用したことが
ない　　76.9％

不明　3.7%

循環型社会への転換

効果的・効率的な行政経営の確立

・職員の対応が悪い、遅い
・利用する機会がない
・行政サービスの説明不足
・施設の利便性が悪い
・交通の便が悪い
・サービスの低下

感じている　
　　　76.6%

感じていない　
　　16.3％

不明　7.1%

利用しやすいと感じていない理由町の施設・行政サービスが利用しやすいと
感じていますか

この１年間に肥薩おれんじ鉄道を利用した
ことがありますか

この１年間に肥薩おれんじ鉄道を利用した
ことがない理由

この１年間に路線バスを利用したことがあ
りますか

平成２５年度町民意識調査結果

調査にご協力いただいた町民の皆様、ありがとうございました。

文化財の保存と活用

したことがない
　77.4％

継承されている
　　31.3%

一部は継承されて
いる　　48.1％

不明　6.8%

継承されていない
　　　　13.9%

取り組んでいる
　　30.4%

取り組んでいない
　　　　62.6％

不明　　　
　7.0%

日ごろから芸術や文化活動に取り組んでい
ますか

あなたの地域では、文化財や伝統芸能・行
事が保存・継承されていますか

・家族が分別している
・分別区分がわからない
・分別の種類が多すぎる理解し、分別して

いる　90.8%

理解はしているつ
もりだが、分別は
実行していない	
　　　3.0％

不明　2.9%分別の区分がわ
からない 3.3%

分別方法（22 分別）を理解し、ごみを分
別していますか

ごみの分別は理解しているつもりだが、実行
していない、分別の区分がわからない理由

自然環境保全の推進

・省エネ（節水、節電）・河川、海岸、地域の清掃
・環境にやさしい交通手段・太陽光発電
・ゴミの減量化
・エコ商品の活用
・グリーンカーテン

取り組んでいる
　　　　35.6%

取り組んでいない
　　　　57.0％

不明　7.3%

どのような取り組みを行っていますか地球温暖化対策として何か取り組みを行っ
ていますか

開かれた町政の推進

・パソコンを持っていない
・パソコンが使えない
・必要性を感じない
・興味がない
・ホームページがあることを知らない

・関心がない
・読めない
・入院中、施設入所中
・読む機会がない

閲覧したことが
ある　　32.1%

閲 覧 し た こ と が な
い、またはできない
　59.4％

不明　8.5%

いつも読んで
いる　72.1%

ときどき読んで
いる　20.5％

不明　3.8%
読んでいない　
　　　3.6%

いつも読んで
いる　73.8%

ときどき読んで
いる　16.6％

不明　5.9%
読んでいない　
　　　3.7%

広報あしきた・まちだよりを読んでいますか 読んでいない理由

芦北町公式ホームページ（芦北町 HP）を
閲覧したことがありますか

芦北町 HP を閲覧したことがない、または
できない理由

この１年間に路線バスを利用したことがな
い理由

・病気や高齢のため 参加できない
・仕事や家事などで時間が取れない
・参加する機会がない　・興味がない
・スポーツが苦手　　　・体力がない
・参加しにくい

毎日運動している
　　　14.7%

ときどき運動して
いる　　　43.5％

不明　2.1%

運動していない
　　　39.7%

30 分 程 度　
　　　60.4%

１時間程度　　
　　　30.9％

２時間以上　
　　　8.8%

参加している　
　　12.9%

ときどき参加して
いる　　　39.7％

不明　2.2%

参加していない
　　　45.2%

毎日運動している、ときどき運動している
人は１日何時間程度運動をしていますか

体力の維持・向上のため、日ごろから運動
をしていますか

スポーツやレクリエーション等のイベント
に参加していますか

参加していない理由

問問

問問

問 問

問問

問問

問 問

問 問

問 問

問 問

問問
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編　

集　

後　

記

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
取
材
し

ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
食
べ
て
い

た
と
き
は
ど
ん
な
だ
っ
た
か
な
と

思
い
出
し
な
が
ら
20
数
年
ぶ
り
に

給
食
を
食
べ
ま
し
た
。
当
時
は
、

食
材
の
こ
と
に
つ
い
て
は
気
に
せ

ず
食
べ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
給
食
の
「
お
い
し
さ
」
に
は

関
係
者
の
努
力
と
生
産
者
の
愛
情

と
い
う
隠
し
味
が
入
っ
て
い
る
こ

と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。
▼
久
し
ぶ
り
に
カ
ゼ
を
ひ
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。
よ
り
に
よ
っ

て
編
集
作
業
の
追
い
込
み
時
期
に

…
。
給
食
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
と
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
た
い
と
思
い
ま
す
。（
上
野
）

▼
佐
敷
諏
訪
神
社
例
大
祭
の
神
輿

巡
行
に
午
前
中
は
取
材
で
同
行

し
、
午
後
は
葦
北
鉄
砲
隊
員
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
お

祭
り
に
参
加
で
き
光
栄
で
し
た

が
、
１
日
中
歩
い
た
り
走
っ
た
り

で
終
了
後
は
疲
れ
て
ぐ
っ
た
り
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら

運
動
を
し
て
体
力
を
つ
け
て
お
く

こ
と
が
大
事
だ
な
と
痛
感
し
ま
し

た
。
▼
今
月
は
24
日
、
25
日
に
御

立
岬
で
開
催
の
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー

大
会
に
職
場
チ
ー
ム
で
出
場
す
る

予
定
で
す
。
素
人
集
団
で
す
が
、

に
ぎ
わ
せ(

？)

た
い
と
思
い
ま

す(

笑)　
　
　
　
　
（
か
ま
ち
）
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【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

洋
子

「
我
が
や
ど
に
咲
け
る
藤
な
み
立
ち
か
へ
り

過
ぎ
が
て
に
の
み
人
の
見
る
ら
む
」
躬
恒

短
歌

　
【
役
場
短
歌
会
】

　

水
濠
の
髙
岡
古
城
に
人
集
い
桜お

う
か花
親
し
む
北
陸
の
春　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
﨑　

一
成

　

新
し
い
制
服
姿
の
児
童
ら
に
拍
手
湧
き
立
つ
夢
よ
叶
え
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

               　
　
　
　

竹
浦　

裕
道　
　

　

還
暦
の
同
窓
会
に
再
会
の
友
ら
当
時
の
面
影
の
こ
す　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
川　

純
一

　

待
ち
わ
び
し
春
は
一
気
に
押
し
寄
せ
て
慌
て
て
満
開
競
う
花
　々
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楠
原　

清
照

　

春
の
午
後
見
上
げ
る
桜
咲
き
満
ち
て
眩
し
き
中
に
花は
な
び
ら弁

の
舞
う　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
川　

民
夫

　
【
田
浦
荘
短
歌
会
】

　

広
々
と
続
く
ま
青
の
海
よ
り
の
風
に
吹
か
る
る
岬
の
さ
く
ら　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
浦　

悟　
　

　

満
開
の
岬
の
桜
見
て
お
れ
ば
亡
き
妻
の
声
こ
こ
ろ
に
ひ
び
く　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

安
喜　

　

一
面
の
菜
の
花
畑
に
夕ゆ
う

つ
日ひ

の
お
よ
ぶ
こ
の
道
ゆ
っ
く
り
歩
む　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
浦　

忍　
　

　

人
に
馴
れ
施
設
に
馴
れ
て
た
の
し
か
り
田
浦
荘
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
セ
ツ
子　

　

菜
の
花
や
さ
く
ら
咲
く
道
い
そ
い
そ
と
入
学
式
の
親
子
は
ゆ
け
り　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
な
つ
み

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

浅見　佑
たすく

　　　  ３. ３０　　男　　  貴弘　　湯南団地

淵上　晴
はるたか

貴　　  ３. ３０　　男　　  貴博　　道川内西

林田　貫
か ん た

汰　　  ３. ３１　　男　　  裕司　　湯浦北

坂本　萌
も え か

華　　  ４.　 １　　女　　  一彦　　丸山

柿坂　煌
ら い と

翔　　  ４.　 ２　　男　　  朋寿　　芦北

森田　颯
そうすけ

介　　  ４.　 ５　　男　　  勤　　　米田

長濵　煌
きら

　　　  ４. １０　　男　　  由洋　　湯南団地

田端　遥
は る ま

真　　  ４. １０　　男　　  将太　　田浦町４

藤本　悠
は る ま

馬　　  ４. １４　　男　　  健太　　田川

澁谷　響
か お る

流　　  ４. １４　　男　　  暢達　　向町

本村　陽
ひ な

夏　　  ４. １５　　女　　  蓮　　　田浦４

横山　日
ひ ま り

茉莉　  ４. １９　　女　　  貴之　　芦北

お 誕 生 お め で と う
H26.4.1 〜 4.30 受付分（敬称略）受付件数 12 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
　町外に届け出た人で掲載を希望する場合は、役場総務課秘
　書広報係までご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　  氏　　名　　　　死亡日　　　年齢　　　　区　

松山　正志　　　　 ３. ３１　　   ８５　　  井牟田１
迫本　次雄　　　　 ４.　 １　　１０２　　 田浦４
　永　敏男　　　　 ４.　 ２　　   ８９　　  田浦４
緒方　サヨ子　　　 ４.　 ３　　   ８０　　  沖
山本　ミキ　　　　 ４.　 ３　　   ９１　　  波多島
今村　ユキノ　　　 ４.　 ４　　   ８４　　  湯浦南
松本　フクエ　　　 ４.　 ４           ８３　　  松生
馬把　幹雄　　　　 ４.　 ７   　　６６　　  向町
一地　みよ子　　　 ４.　 ７   　　６１　　  市野瀬
竹本　文夫　　　　 ４. １０   　　７８　　  田浦２
吉川　義治　　　　 ４. １３   　　８７　　  吉尾
中瀧　敏夫　　　　 ４. １５   　　８８　　  高岡南
松田　ミチ　　　　 ４. １７   　　８４　　  松生
中村　トシエ　　　 ４. １７   　　９２　　  丸山
福浦　義光　　　　 ４. １８   　　７９　　  國見
板床　アサエ　　　 ４. １９   　  １００　　海浦２
浪﨑　ミジュ　　　 ４. ２０   　　９４　　  波多島
寺川　保雄　　　　 ４. ２１   　　５９　　  女島西
橋口　辰喜　　　　 ４. ２２   　　８５　　  國見
遠𠩤　チカ　　　　 ４. ２２   　　８９　　  大野
上村　弘　　　　　 ４. ２３   　　８５　　  岩屋川内
池田　敏光　　　　 ４. ２４   　　７７　　  古石北
平生　シズ子　　　 ４. ２５   　　８５　　  平生
古村　昭博　　　　 ４. ２６   　　７９　　  宮崎
串山　シズ子　　　 ４. ２７   　　７０　　  田浦３
川元　渡　　　　　 ４. ２９   　　８７　　  波多島
向　妙子　　　　　 ４. ３０   　　８２　　  計石東

H26.4.1 〜 4.30 受付分（敬称略）受付件数 32 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

芦
北
っ
子
ス
マ
イ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ア
イ
ス
を
む
し
ゃ
む
し
ゃ
♪
洋
服

べ
っ
ち
ゃ
べ
ち
ゃ
（
笑
）
あ
り
ゃ
ー

鶴
つるもと

本 奏
そ う や

矢くん
１歳 11 カ月

（宮崎）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
ち
ゃ
ん
、
後
で
じ
っ

く
り
食
べ
て
あ
げ
ま
ち
ゅ
よ
〜
！

清
し み ず

水 奏
か ん な

那ちゃん
１歳７カ月
（湯浦南）

写真に、①子どもの氏名・ふりが
な　②年齢③コメント（30 字以内）
④住所⑤連絡先（電話番号）を添え
て、　Ｅメール、郵送、持参のいず
れかでお申し込みください。
◎注意事項

・応募は保護者からに限ります。
・応募は町内在住の３歳までの子ど
　も１人につき１点までです。

・写真はカラー写真とし、Ｌ判プリ
　ント、デジタルデータのどちらで
　も応募可能です。

・写真は返却しません。
＊申込・問い合わせ先
　総務課　秘書広報係
　☎（８２）２５１１（内線２１２）
　Ｅメール：koho@town.ashikita. lg.jp

スマートフォンか
らはこちらのＱＲ
コードを利用する
と便利です。

掲載写真募集中

道
の
駅
た
の
う
ら
の

　
　
　
　

       

防
災
機
能
が
強
化
さ
れ
ま
し
た

　

道
の
駅
た
の
う
ら
の
防
災
機
能
強
化

整
備
が
完
了
し
、
４
月
12
日
、
現
地
で

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
国

土
交
通
省
や
県
選
出
国
会
議
員
、
町
関

係
者
な
ど
約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
整
備
さ
れ
た
防
災
倉
庫
の
除

幕
式
の
後
、
情
報
伝
達
や
倉
庫
か
ら
の

復
旧
資
材
搬
出
の
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
町
消
防
団
員
ら
が
機
敏
な
動

作
で
一
連
の
作
業
を
こ
な
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
整
備
で
、
災
害
な
ど
に
よ
る

断
水
時
も
ト
イ
レ
が
24
時
間
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
ほ
か
、
自
家
発
電
に
よ
る

電
力
確
保
と
災
害
備
蓄
が
可
能
と
な

り
、
災
害
時
の
一
時
避
難
場
所
や
復
旧

支
援
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

防災倉庫の除幕を行う関係者

整備された貯水槽と発電設備 資材搬出訓練を行う消防団員
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編

集
／

総
務

課
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４

５
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（
再

生
紙

使
用

）

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

　

○
期
間　
　
　

７
月
27
日
㈰
ま
で

　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

◇
「
０
・
１
の
積
み
重
ね
展
」
　

開
催
中　

▶
「
麦
の
穂
」　　
　

１
９
７
３
年

この植物を植えたり、拡げたりすることは法律で禁止されています！

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
５
月
〜
７
月

ご
ろ
に
か
け
て
黄
色
の
花
が
咲
く
植
物

で
、
本
町
で
も
道
端
な
ど
で
よ
く
見
か
け

ま
す
。
し
か
し
、「
特
定
外
来
生
物
」（
注
）

に
指
定
さ
れ
、
栽
培
、
運
搬
、
販
売
、
野
外

に
放
つ
こ
と
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

（注）「特定外来生物」とは、外来生物法（正
式には「特定外来生物による生態系等に係
る被害の防止に関する法律」）により、生
態系などに被害を及ぼすものとして指定さ
れた生物です。

▶
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課　

環
境
対
策
係

　

☎（
８
２
）
２
５
１
１（
内
線
１
４
７
）

【
処
理
す
る
時
の
注
意
】

　

根
か
ら
引
き
抜
き
、
２
〜
３
日
天
日
で

乾
燥
さ
せ
枯
死
さ
せ
た
後
、
燃
え
る
ゴ
ミ

と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、地
区

な
ど
で
大
量
に
処
分
し
よ
う
と
す
る
場
合

は
、住
民
生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

麻
薬
の
原
料
と
な
る
「
け
し
」
は
、
麻

薬
取
締
法
に
よ
り
栽
培
が
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。
植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」
は

次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

❶
葉
の
ま
わ
り
の
切
れ
込
み
が
浅
く
、
葉

が
茎
を
抱
き
込
ん
で
い
る

❷
主
に
紫
色
の
花
や
八
重
咲
き
の
花

【
処
理
す
る
時
の
注
意
】

　

自
宅
の
庭
や
畑
に
自
生
し
て
い
る
場
合

は
根
か
ら
引
き
抜
き
、
種
が
落
ち
な
い
よ

う
袋
な
ど
に
入
れ
て
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し

て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
分
の

土
地
以
外
で
発
見
し
た
場
合
は
、
住
民
生

活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ケ
シ
、
ア
ツ
ミ
ゲ
シ

ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

▶
町
内
に
自
生
し
た

　

ア
ツ
ミ
ゲ
シ

▲葉が茎を抱きこむ
　特徴があります

※
オ
ニ
ゲ
シ
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
、

ヒ
ナ
ゲ
シ
な
ど
の
植
え
て
も
よ
い「
け
し
」

も
あ
り
ま
す
。

「グリーンカーテンコンテスト」参加者募集

【申込期間】　７月１日㈫から 8 月 29 日㈮

＊申込・問い合わせ先
　住民生活課　環境対策係　　☎（８２）２５１１（内線１４７）

※自薦・他薦は問いません【対象】町内の家庭、事業所、学校など

【応募部門】　個人の部、団体の部

※申込書を提出し見頃になったらご連絡ください

【表彰】　応募のあった対象の中から優秀作品を表彰（副賞を進呈）

　

平
成
26
年
度
の
展
示
が
、
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し

た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
今
年
で
美
術
館
は
８
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

富
弘
さ
ん
の
「
麦
の
穂
」
を
見
て
い
る
と
、
０
．

１
で
も
コ
ツ
コ
ツ
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

す
。
今
年
度
も
コ
ツ
コ
ツ
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。（
学
芸
員
）　

▶
八
重
咲
き
の
ケ
シ


